
技術概要
　低エネルギー紫外線（～ 360nm）照射により、
可視光領域で白色発光する蛍光材料の研究を
行っています。この蛍光体はカーボン（C）と
シリカ（SiO2）のみから構成される” メタルフ
リー” な材料です。

背景・従来技術
　近年、省エネルギー意識の向上から LED照
明の普及が活発化しています。しかしながら既
存の LED用蛍光体には遷移金属や希土類元素
（レアアース）が含まれており、価格が高いと
いう問題があります。また、希土類元素を完全
に輸入に頼る日本では、資源の安定確保という
点でも問題があります。

特徴
　本研究の対象とする蛍光体はメタルフリーで
あるため、価格・資源戦略の点で有利です。こ
の蛍光体の発光波長は可視光のほぼ全域に及び、
合成条件を調節することで発光の色合いを調整
することができます。基本的にはナノ構造を有
した材料の探索を行っていますが、このような
蛍光体は「もみがら」などの天然物を原料とし
ても調製することもできます。

実用化イメージ
　発光強度・寿命を向上させられらば LED用の
蛍光体としての応用が期待できます。金属を一
切含まないため生体親和性が高く、紫外線を吸
収する特性があるので化粧品等への展開も期待
できます。建材や印刷材への応用も考えられま
す。
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・蛍光分光装置
・電気化学測定装置
・CVD合成装置
・ラマン散乱分光装置
・ナノカーボン合成装置

・白色照明
共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　ナノカーボンの機能発現を行い、いろいろな応用分野へ展開を図っています。ここで示した白色
発光にご興味のある方はもちろん、そのほかの分野へのナノカーボン応用にご興味のある方はお気
軽にお声かけください。
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企業への提案

カーボンとシリカから構成される蛍光体
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